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通信衛星2号一a　（CS－2a）
　　　　　　の打上げ及び追跡管制結果の概要

　　　　　　　　（昭和58年1・2月期）
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1　通信衛星2号一a（CS－2a）／Nロケット10号機（F）

　宇宙開発事業団は，昭和58年2月4日Nロケット10号機（F）により通信衛星2号一a（CS－

2a，「さくら2号一a」）を，種子島宇宙センターから打ち上げ，じ後の追跡管制を実施しているが

その概要は次のとおりである。

1．打上げ及び追跡管制の目的

　通信衛星2号一a（cs－2a）／Nロケット10号機（F）の打上げ及び追跡管制は，衛星を

赤道上東経約132度の静止衛星軌道に投入し，通信衛星に関する技術の開発を進めるとともに，

利用機関における通信需要に応じられるようにすることを目的どした。

2．打上げ結果の概要

　Nロケット10号機（F）は，昭和58年2月4日17時37分（日本標準時，以下同じ）に発

射方位角92。5度として垂直に打ち上げられた。ロケット打上げ時の天候は曇り，北北西の風

2．8m／b，気温11．7℃であった。

　第1段液体ロケット及び固体補助ロケットの燐焼は正常で，固体補助ロケットは発射後約1分

　乞5秒に，また，第1段ロケヅトは発射後約4分45秒に切離しが行われ，．これに引き続いて第2

段液体巨ケットは発射後約4分S1秒あ燃焼開始から，発射後約11分06秒の燃焼停止までの間

正常に燃焼し，また，この間の誘導制御も正常に行われた。

　その後，第2段再着火，第3段スピンアップ，第2段切離し及び第3段固体ロケットの燃焼が正

常に行われ，引き続いて発射旧約26分59秒に計画どおり通信衛星2号一a（CS－2a）と第

3段ロケットとの分離が行わ払　「さくら乞号一・a」はトランスファ軌道に投入された。

　この闘ロケットの追尾，計測も良好に行われ予定したデータを取得することができた。

　なお，打上げ結果の概要を表1に示ナ。
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3．追跡管制経過の概要

　通信衛星2号一a（く）S－2a，「さくら2号一a」）は，昭和58年2月4日17時37分に

宇宙開発事業団種子島宇宙センターから打ち上げられた。その後，同日18時04分に衛星は第3

段ロケットから分離され，トランスファ軌道を経て2月6日08時04分05秒にはアポジモータ

点火を行い，ドリフト軌道に投入された。

　この間CS－2aの追跡管制は，筑波宇宙センター申央追跡管制所を中心に勝浦，増田，沖縄（δ

各追跡管制所及び米国航空宇宙局（NASA）のゴダード宇宙飛行セシター（GSFC），アセン

ション局，オローラル局，サンチャゴ局，・グリーンベルト局，ゴLルドストーン局，グアム局，マ

　ドリッド局からなる追跡管制網（STDN）によって順調に実施された。

3．1　ロケットの打上げ段階

　　CS－2aはコールドロンチ＊であったため，中央追跡管制所では種子島宇宙センターから

　送られてくる打上げに関する情報により飛行状況を把握し，衛星の追跡管制に備えた。

（＊3衛星と第3段ロケットが分離されると同時に衛星の電源が投入される方式）

3．2　トランスファ軌道での追跡管制

　　第1アポジ周回以降CS・一2自からの電波を受信し，テレメータデータ，測距データの取得

　を行い，これらのデータをもとに軌道予報値の計算，アポジモータ点火のための姿勢三三，尺

　　ザジ高度引上げ等一連のマヌーバ計画を決定した。この計画に従ってアポジモータ点火姿勢制

　御及びベリジ高度引上げを行った後，アポジモータ点火（AMF）を実施した。

　　なお，トランスファ軌道投入からアポジモータ点火までのCS－2aの地表面軌跡を図1に

　また，CS－2a追跡管制概要を表2に示す。

　　以下各周回における作業内容を示す。

　　　　　　　　　　　　　●∫　・，を

　　（1）　第1アポジ周回

　　　　サンチャゴ局を始めとするNASAのSTDN局において初；期捕捉を行った後，測距が

　　　行わ払得られたデータをもとに軌道要素が計算さ払打上げ後約4時間及び6．5時間

　　　後に筑波宇宙センターに送られてきた。
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　筑波宇宙センター中央追跡管制所では，これをもとに軌道の評価，軌道予報値の計算を

行うとともに地球センサー，太陽センサー等のデータにより姿勢決定を行った。真

　以上の結果により投入軌道，姿勢とも極めて計画値に近いことを確認した。

　また，受信開始後のテレメータデータにより，CS－2aの動作状態は正常であること

が確認された。

．（2）　第2アポジ周回

　　第・2アポジ周回において，CS－2aの電波は，初めて日本国内の勝浦，増田の両追跡

　管制所で受信された。

　　　この周回において，2回の粗姿勢制御，ペリジアップマヌーバ，測距等を実施した。衛

　星は地球センサーのデータに時々異常が見られたことを除いて，すべて正常であることが

　確認さ・れた。

　　　なお，地球センサーデータの異常については，原因を調査申である。

（3）．第3アポジ周回

　　　NASAのSTDN局において，テレメータデータの取得，測距を実施し姿勢決定，軌

　　道決定等を行い第4アポジ周回に実施する各作業に偉えた。

　　　なお，本周回において測定した衛星の姿勢決定値：は，AMF姿勢の目標値に極めて近い’

　　値になっていたので，当初計画の精姿勢制御は省略した。

（4）　第4アポジ周回

　　アポジモータ点火の指令は，2月6日08時04分05秒に増田追跡管制所からのコマ

　ンド送信によって行われた。燃焼時間は約36秒で，アポジモータに予想どおりの温度上

昇がみら批・　’ぐ．

　　アポジモータ点火後の衛星の状態は，テレメータデータにより異常のないことが確認さ

　れた。その後，増田，勝浦両追跡管制所で取得した測距データをもとに軌道決定を行った

　結果，衛星が所定のドリフト軌道に投入されたことを確認した。
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4．打上げ後の衛星の状態

　テレメータデータにより衛星の点検を行った結果，衛星のバス機器が正常に動作していることを

確認した。また，各部の温度等についても適正な値が示されている。

　第2アポジ周回以降において，地球センサーのデータが一時異常な値を示す現象が発見されたが

姿勢決定には支障なかった。

　なお，この現象については現在調査申である。

5．今後の運用計画の概要

　今後，スピン軸を軌道面に対して逆垂直にする姿勢変更及びアンテナアンケージを行った後，軌

道制御により衛星を東経132度の静止位置に投入する予定である。

　なお，衛星の静止化は，現在のところ2月24日頃となる見込である。

電

’．ひ
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6．その他

6．1　射場安全　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　打上げ当日（2月4日），関係機関の協力を得て海上警戒並びに射場の警備に万全を期した

　ので，特に問題もなく安全に打上げを実施することができた。

　　なお，射点における事前散水を行ったが，打上げ直後射点近傍の芝生に発火を見た（十数か

　所，約200㎡）。しかし，迅速な消火活動により延焼することなく鎮火するヒとができた。

6．2　飛行安全

　　打上げ前の射点近傍危険解析により，打上げ時の風向，風速について飛行安全上問題がない

　　と判断した。

　　．また，飛行安全システ云の運用により，ロケットの飛行状況監視を行い不測の事態に備える

　体制を維持することができた。

・乏．．
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II　TT－500A型ロケット12号機

宇宙開発事業団は．昭和58年1月27日にTT－500A型ロケット12号機を種子島宇宙センタ

ーから打ち上げた。その概要は次のとおりである。　　　　　　　　　　　　　　　1

1．打上げの目的

　TT－500A型ロケット12号機の打上げは，アモルファス半導体及び単結晶花合物半導体の

製造に関する宇宙材料実験並びにハロゲンランプの無重力下における動作確認を行う1ことを目的と

　した。

2．打上げの概要

　　TT－5QOA型ロケット12号機は・昭和58年i月27日08時00分に発射方位角

　104．6度1上下角74．7度で打ち上げられた。

　第1段及び第2段固体ロケットの燃焼は正常であり，第1段の燃焼終了（発射後21．0秒，以

下同じ），第1段・第2段分離（25．0秒），第2段の燃焼開始（28．4秒），4第2段の燃焼

終了（52．0秒）及び第2段・頭胴部分離（70．1秒）は，正常に行われた。

　　引き続き，’頭胴部の姿勢角速度の制御を行い，発射後約73．1秒から460．3秒までの間に

　宇宙材料実験を実施した。　　　　　　　．　　　　　’　　　　　　　．　、．　1．

　　所定の飛行を終えた頭胴部は，パラシュートを開さんして種子島の東方約534k士nの海面に落

下し，回収船により08時28分に回収した。

　　この間，ロケット搭載の各機器及び関連地上設備は正常に作動し，取得したテレメータデータか

　ら宇宙材料実験用搭載実験装置も正常に作動したことを確認した。

　　表3に，TT－500A型ロケット12号機打上げ結果の概要を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　孝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　コ
3．TT－500A型ロケット12号穰頭胴部の回収作業の概要

　　昭和58年1月25日回収船及び回収支援船は，所定の位置につき1月26日09時から海流調

　査及び洋上リハーサルを行い打上げに備えた。

　　L月127日0串時頃から打上げまでば，各船のレーダ及び航空機による第2段落下予想区域内へ

　の進入船舶の監視を行ったが，船舶の進入はなかった。
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　08時00分ロケット打上げ後，航空機によるビーコン電波受信，回収船による1ドローグシュー

ト及び頭胴部をつけたメインパラシュートの落下目視確認並びに着水及びフローティングバッグ確

認を行うとともに，頭胴部着水地点に急行しフローティングバッグ及び頭肺部を0β時28分に回

収船内に収容した。

　また，回収船においてもテレメータデータを取得することができた。　　　　　1

　表4に，TT一500A型ロケット12号機頭胴部の回収状況を示す。　　　　…

4．まとめ

　TT－500A型ロケット12号機打上げにより，宇宙材料実験及びハロゲンランプの無重力下

における動作確認を行った。取得されたテレメータデータによると宇宙材料実験用搭載実験装置等

は正常に作動しているが，詳細については取得したデータの解析を進めるとともに，回収した実験

機器，供試体について調査，検討を行う予定である。

乏．
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